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会議録（芳賀町学校運営協議会） 

令和５年度 第１回芳賀町学校運営協議会会議録 

日 時 令和５年５月２３日（火）１８：００～２０：００ 

場 所 町民会館 多目的室 

出席者 

［学校運営協議会委員］ 

稲川浩司、岡田由美子、小林佐知子、大峯俊幸、森島規仁、今井由佳、岩村智織、広田マ

リ子、中山このみ、水田晴美、岩﨑 進、荒井一浩、小山佳子、小林史貴、今西雅子、齋

藤裕美、梅木タカユキ、北條麻美、小林春華（協議会委員出席１９名） 

［芳賀中学校 ］（校長）山本 守 （教頭）栁 利道 （地域連携教員）鶴見優希 

［芳賀東小学校］（校長）大根田裕一 （教頭）半田高代 （地域連携教員）高久 誠 

［芳賀北小学校］（校長）高津健司 （教頭）國井明美 （地域連携教員）冨士井慶 

［芳賀南小学校］（校長）生井克成 （教頭）関本恵美子（地域連携教員）那花和哲 

（教育長）古壕秀一 

［教育委員会事務局］ 

（学校教育課長）小林芳浩（課長補佐兼学校教育係長）髙橋輝秋 

（学校教育課指導主事）松本 薫（学校教育課指導主事）涌井 俊裕 

（生涯学習課長）仲尾 周（生涯学習係長）大岡久美子（生涯学習課主査）小林春彦 

（社会教育指導員）栁岡敦子（生涯学習係主事）片桐綾乃 

司 会 小林春彦  （議事進行）稲川浩司会長 書 記 片桐綾乃 

概 要 

１ 開会 

２ 学校運営協議会委員任命書交付 

３ あいさつ（古壕秀一 芳賀町教育委員会教育長） 

４ 学校運営協議会についての説明 

５ 議題 

(1) 学校運営協議会会長・副会長の選出 

(2) 学校経営の基本方針についての協議 

 ①学校経営基本方針についての説明 

 ②学校からの説明に関する質疑・応答 

 ③学校経営基本方針の承認 

６  事務連絡 

７ 閉会 

協議事項 

１ 開会 

 

２ 学校運営協議会委員任命書交付 代表交付（稲川委員） 

３ 教育長あいさつ（古壕教育長） 

大変お忙しい中、学校運営協議会委員を引き受けていただき誠にありがとうございます。 

昨年と一昨年の二年間、地域の代表として自治会長に委員をお願いしていたが、今年は違った角

度から子どもたちや学校を応援したいので、委員を辞退したいと申し出があった。学校や子ども達
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の応援団であることには変わりないとのこと。 

学校と地域の関係を一言で表すと、地域とともにある学校ではなく、地域とともに歩む学校、そ

して、子ども達や学校を核とした地域づくり、ということができる。未来を担う子ども達のために、

地域と学校が共存・共生をしてよりよい学校、よりよい地域をつくる、この実現こそが我々の目的

である。そのカギを握っているのが学校運営協議会であり、委員一人一人である。皆様方の知恵や

お力を結集すれば素晴らしい成果になると確信している。一年間よろしくお願いします。 

 

４ 学校運営協議会についての説明 

 

５ 議題 

(1) 学校運営協議会会長・副会長の選出 

協議会規則第 14 条より、「会長及び副会長は委員の互選により選任する」とある。会長に前年

度から引き続き稲川浩司委員、副会長に岡田由美子委員が選任された。 

 

（稲川会長あいさつ） 

先程、事務局から学校運営協議会について説明があったが、今年から委員に入られた方がたく

さんいて、どんなことをするのか疑問も湧いているかと思う。学校と地域を一体的にすると言う

のが一つの肝であると考えている。芳賀町の学校運営協議会は６年目になり、これまでも様々な

熟議をしてきた中で、学校ってこんなこともできるよね、今後こんな活動をしていけるといいね

という議論をたくさんしてきた。今回の委員の中には学校支援ボランティアをしている委員さん

がたくさん含まれているので、ぜひ地域と一緒になって活動をして、地域の行事に子どもたちが

参加していけるような仕組みづくりを一緒に皆さんと熟議をしながら、ちょっとずつちょっとず

つ進んでいけたらと思う。一年ご協力をお願いします。 

 

(2) 学校経営の基本方針についての協議（ここからは、協議会・稲川会長が議事進行） 

ア【芳賀中】山本校長から学校経営方針説明 

イ【芳賀東小】大根田校長から学校経営方針説明 

ウ【芳賀北小】髙津校長から学校経営方針説明 

（質疑応答） 

岩村委員： 

 

 

 

髙津校長： 

 

 

岩村委員： 

 

 

髙津校長： 

追加資料「令和４年度学校評価アンケート（教職員）の検討事項及び改善策まとめ」

の地域連携推進計画の努力点・具体策にある「保護者ボランティアを募り、学校支援

ボランティアとの交流を図り、活動の充実に努める」というのは、PTA ではなく学校と

して呼びかけるということか。 

水泳の授業のため海洋センターに行く際に人手が足りなかったので、そのクラスの

保護者や PTA の方に依頼したことがあったが、スクールサポーターはがきたに繋げる

まで至らなかった。今後はスクールサポーターはがきたの活動と連携させていきたい。 

今年は PTA 総会で時間をいただいて学校支援ボランティアの活動紹介をさせていた

だいた。周知はできたのでインスタのフォロワーは増えたが、問合せが増えない。地

域の方のボランティアと保護者のボランティアの交流ができたら良いと思っている。 

学校として呼びかけがまだ甘いところがあるので、HP や次の学校だよりに掲載予
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定。様々なボランティア活動をスクールサポーターはがきたに集約できるようにした

い。 

エ【芳賀南小】生井校長先生から学校経営方針説明 

 

５ 事務局からの事務連絡 

 ・芳賀中学校分科会の日程変更について（５月２６日付で送付した開催通知のとおり） 

 

６ その他 

 ・自己紹介 

 ・運営委員について（稲川会長、岡田副会長、岩村委員、荒井委員、今西委員） 

 ・分科会の参加について 

  岡田副会長：担当以外の複数の分科会へ参加可能なので、ぜひ皆さまもご参加ください。 

 ・学校支援ボランティアのチラシ配付について（芳賀中、芳賀北小） 

  岩村委員：活動報告用のインスタグラムもあるのでぜひフォローしてください。 

  岡田副会長：地域の大人が活動する姿を見せ、子ども達とコミュニケーションを取ることで心 

の健全育成につながると思うので、どんどん地域の力を学校に送り込んで欲しい。 

 

７ 閉会 

 

 


